
2 級● 2425● 2級

　

次
の
文
章
は
、「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
見
て
、
Ａ
さ
ん
が
書
い

た
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一

ア
に
入
る
言
い
方
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

1
半
数
に
は
満
た
な
い

２
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
る

3
半
数
の
支
持
し
か
得
て
い
な
い

4
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る

二

イ
に
入
る
言
い
方
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

1
的
を
射
て
い
な
い

２
的
を
抜
い
て
い
な
い

3
的
を
外
れ
て
は
い
な
い

4
的
を
絞
れ
て
い
な
い

三

ウ
に
入
る
言
い
方
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

1
結
び
付
い
て
い
た

２
離
れ
は
じ
め
て
い
た

3
寄
り
添
い
つ
つ
あ
っ
た

4
飲
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た

四

エ
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

[

1
憶
測
の
幅

２
想
像
の
域

3
推
定
の
内

4
予
想
の
枠]

五

こ
の
文
章
の
内
容
と
合
っ
て
い
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

1
「
夫
は
外
で
働
き
、妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
は
古
い
が
、

優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

2
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
は
、「
夫
は
外
で
働
き
、妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」

と
考
え
る
人
が
多
い
と
実
現
し
な
い
。

3
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
は
、「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
の
理
念
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

4
世
論
調
査
の
結
果
か
ら
、
日
本
で
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現

す
る
の
は
難
し
い
。

　内閣府が行っている「男女共同参画社会に関する世論調査」の中で，全国の 20
歳以上の日本国籍を有する男女に，「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」
という考え方についてどう思うかを尋ねるものがある。
　図１のグラフは，2012年10月に行ったときのその回答結果の全体と，男女
別とを示したものである。「賛成」という回答と「どちらかといえば賛成」という
回答を合わせて「賛成派」ととらえ，同様に「反対」という回答と「どちらかと
いえば反対」という回答を合わせて「反対派」ととらえると，全体では「賛成派」
の割合が 51.6％，「反対派」の割合が 45.1％という結果になっている。従来から
ある，いわば「古い」夫婦観が，21世紀に入って 10年以上を経過した現在でも
これだけの支持を得ているというのは意外な感じがする。男女別にこれを見たと
きに，男性の賛成派が 55.1％に上っていることはともかくとして，女性の「賛成派」
も 48.4％と「反対派」の割合を僅かに下回ってはいるものの，（　ア　）のを知
るとなおさらである。
　こうしたとらえ方が必ずしも（　イ　）ことを示しているのが，図2である。
このグラフは，上記の男女合わせた回答結果を 1997年以降，調査が行われた年
ごとに見たものである。1997年には「賛成派」の割合が 57.8％，「反対派」の
割合が 37.8％と，かなり「賛成派」が上回っていたのが，2002年に両者が並び，
2004年にはついに逆転している。その後も 2007年，2009年と反対が増え，賛
成が減る傾向は続いていたのである。ところが 2012年は，2009年までの流れ
と逆行する結果となっている。
　この世論調査を継続して行っている内閣府には「男女共同参画局」が置かれて
おり，10年以上にわたって「男女共同参画社会基本法」（1999年施行）に基づ
いた施策を進めてきている。「基本法」では，あるべき「男女共同参画社会」を，「男
女が，社会の対等な構成員として，自らの意思によって社会のあらゆる分野にお
ける活動に参画する機会が確保され，もって男女が均等に政治的，経済的，社会
的及び文化的利益を享受することができ，かつ，共に責任を担うべき社会」であ
るとうたっている。当該の設問は，まさにこの理念にかかわる象徴的な問いだと
言ってよいだろう。1997年から2009年までは，この理念に国民の意識が（　ウ　）
わけであるが，ここにきてこの理念と相反する方向の結果が現れたことになる。 
　前回の調査（2009年）と今回（2012年）の間の大きな出来事としては，
2011年の東日本大震災がある。この大災害が，人々の意識に何らかの影響を与
えたということは当然考えられるが，それがどのようなものであるかについては
（　エ　）を出ない。人々の，家族や家庭を大切に思う気持ちが高まったであろう
ことは推測できても，それが，「夫は外，妻は家」の支持率上昇とつながるのかど
うか。むしろ，景気の低迷が続き，妻が「外」で働く選択肢が狭まっていることや，
働き場所があっても夫に比べてますます少ない収入しか得られなくなっているこ
とが影響しているとも考えられる。
　2，3年後に行われるはずの次の世論調査で，どういう結果が現れるか。この「逆
行」が今回だけの一時的な現象となるのか，それとも新たな傾向として続くのか。
国の基本政策の一つに大きく関わる問題だけに，注目して待ちたい。
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図1 「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」
という考え方について

図2 「賛成派」と「反対派」の割合の変遷

全体（該当者数 3,033 人）
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男性（該当者数 1,432 人）
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るとなおさらである。
　こうしたとらえ方が必ずしも（　イ　）ことを示しているのが，図2である。
このグラフは，上記の男女合わせた回答結果を 1997年以降，調査が行われた年
ごとに見たものである。1997年には「賛成派」の割合が 57.8％，「反対派」の
割合が 37.8％と，かなり「賛成派」が上回っていたのが，2002年に両者が並び，
2004年にはついに逆転している。その後も 2007年，2009年と反対が増え，賛
成が減る傾向は続いていたのである。ところが 2012年は，2009年までの流れ
と逆行する結果となっている。
　この世論調査を継続して行っている内閣府には「男女共同参画局」が置かれて
おり，10年以上にわたって「男女共同参画社会基本法」（1999年施行）に基づ
いた施策を進めてきている。「基本法」では，あるべき「男女共同参画社会」を，「男
女が，社会の対等な構成員として，自らの意思によって社会のあらゆる分野にお
ける活動に参画する機会が確保され，もって男女が均等に政治的，経済的，社会
的及び文化的利益を享受することができ，かつ，共に責任を担うべき社会」であ
るとうたっている。当該の設問は，まさにこの理念にかかわる象徴的な問いだと
言ってよいだろう。1997年から2009年までは，この理念に国民の意識が（　ウ　）
わけであるが，ここにきてこの理念と相反する方向の結果が現れたことになる。 
　前回の調査（2009年）と今回（2012年）の間の大きな出来事としては，
2011年の東日本大震災がある。この大災害が，人々の意識に何らかの影響を与
えたということは当然考えられるが，それがどのようなものであるかについては
（　エ　）を出ない。人々の，家族や家庭を大切に思う気持ちが高まったであろう
ことは推測できても，それが，「夫は外，妻は家」の支持率上昇とつながるのかど
うか。むしろ，景気の低迷が続き，妻が「外」で働く選択肢が狭まっていることや，
働き場所があっても夫に比べてますます少ない収入しか得られなくなっているこ
とが影響しているとも考えられる。
　2，3年後に行われるはずの次の世論調査で，どういう結果が現れるか。この「逆
行」が今回だけの一時的な現象となるのか，それとも新たな傾向として続くのか。
国の基本政策の一つに大きく関わる問題だけに，注目して待ちたい。
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図2　「賛成派」と「反対派」の割合の変遷
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2 級● 2425● 2級

　

次
の
文
章
は
、「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
見
て
、
Ａ
さ
ん
が
書
い

た
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一　

ア　
に
入
る
言
い
方
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　　

1
　

半
数
に
は
満
た
な
い　
　
　
　
　
　

２
　

ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
る

　
　
　　

3
　

半
数
の
支
持
し
か
得
て
い
な
い　
　

4
　

少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る

二　

イ　
に
入
る
言
い
方
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　　

1
　

的
を
射
て
い
な
い　
　
　
　

２
　

的
を
抜
い
て
い
な
い　

　
　
　　

3
　

的
を
外
れ
て
は
い
な
い　
　

4
　

的
を
絞
れ
て
い
な
い

三　

ウ　
に
入
る
言
い
方
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　　

1
　

結
び
付
い
て
い
た　
　
　
　

２
　

離
れ
は
じ
め
て
い
た

　
　
　　

3
　

寄
り
添
い
つ
つ
あ
っ
た　
　

4
　

飲
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た

四　

エ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

　
　

[

1
　

憶
測
の
幅　
　

２
　

想
像
の
域　
　

3
　

推
定
の
内　
　

4
　

予
想
の
枠
　

]

五　

こ
の
文
章
の
内
容
と
合
っ
て
い
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　　

1
　

「
夫
は
外
で
働
き
、妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
は
古
い
が
、

優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
　　

2
　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
は
、「
夫
は
外
で
働
き
、妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」

と
考
え
る
人
が
多
い
と
実
現
し
な
い
。

　
　
　　

3
　

「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
は
、「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
の
理
念
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

　
　
　　

4
　

世
論
調
査
の
結
果
か
ら
、
日
本
で
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現

す
る
の
は
難
し
い
。

　内閣府が行っている「男女共同参画社会に関する世論調査」の中で，全国の 20
歳以上の日本国籍を有する男女に，「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」
という考え方についてどう思うかを尋ねるものがある。
　図１のグラフは，2012年10月に行ったときのその回答結果の全体と，男女
別とを示したものである。「賛成」という回答と「どちらかといえば賛成」という
回答を合わせて「賛成派」ととらえ，同様に「反対」という回答と「どちらかと
いえば反対」という回答を合わせて「反対派」ととらえると，全体では「賛成派」
の割合が 51.6％，「反対派」の割合が 45.1％という結果になっている。従来から
ある，いわば「古い」夫婦観が，21世紀に入って 10年以上を経過した現在でも
これだけの支持を得ているというのは意外な感じがする。男女別にこれを見たと
きに，男性の賛成派が 55.1％に上っていることはともかくとして，女性の「賛成派」
も 48.4％と「反対派」の割合を僅かに下回ってはいるものの，（　ア　）のを知
るとなおさらである。
　こうしたとらえ方が必ずしも（　イ　）ことを示しているのが，図2である。
このグラフは，上記の男女合わせた回答結果を 1997年以降，調査が行われた年
ごとに見たものである。1997年には「賛成派」の割合が 57.8％，「反対派」の
割合が 37.8％と，かなり「賛成派」が上回っていたのが，2002年に両者が並び，
2004年にはついに逆転している。その後も 2007年，2009年と反対が増え，賛
成が減る傾向は続いていたのである。ところが 2012年は，2009年までの流れ
と逆行する結果となっている。
　この世論調査を継続して行っている内閣府には「男女共同参画局」が置かれて
おり，10年以上にわたって「男女共同参画社会基本法」（1999年施行）に基づ
いた施策を進めてきている。「基本法」では，あるべき「男女共同参画社会」を，「男
女が，社会の対等な構成員として，自らの意思によって社会のあらゆる分野にお
ける活動に参画する機会が確保され，もって男女が均等に政治的，経済的，社会
的及び文化的利益を享受することができ，かつ，共に責任を担うべき社会」であ
るとうたっている。当該の設問は，まさにこの理念にかかわる象徴的な問いだと
言ってよいだろう。1997年から2009年までは，この理念に国民の意識が（　ウ　）
わけであるが，ここにきてこの理念と相反する方向の結果が現れたことになる。 
　前回の調査（2009年）と今回（2012年）の間の大きな出来事としては，
2011年の東日本大震災がある。この大災害が，人々の意識に何らかの影響を与
えたということは当然考えられるが，それがどのようなものであるかについては
（　エ　）を出ない。人々の，家族や家庭を大切に思う気持ちが高まったであろう
ことは推測できても，それが，「夫は外，妻は家」の支持率上昇とつながるのかど
うか。むしろ，景気の低迷が続き，妻が「外」で働く選択肢が狭まっていることや，
働き場所があっても夫に比べてますます少ない収入しか得られなくなっているこ
とが影響しているとも考えられる。
　2，3年後に行われるはずの次の世論調査で，どういう結果が現れるか。この「逆
行」が今回だけの一時的な現象となるのか，それとも新たな傾向として続くのか。
国の基本政策の一つに大きく関わる問題だけに，注目して待ちたい。
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図1　「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」
　　　という考え方について

図2　「賛成派」と「反対派」の割合の変遷
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問2の正答：一　…　専行，二　…　3，三　…　2，四　…　3，五　…　4，六　…　1
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Ａ
さ
ん
が
書
い
た
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一　

ア　「
セ
ン
コ
ウ
」
を
楷
書
の
漢
字
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

二　

イ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[

1
　

弾
劾　
　

2
　

連
弾　
　

3
　

指
弾　
　

4
　

弾
幕
　

]

三　

ウ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[

1
　

ク
ー
ル　
　

2
　

サ
イ
ク
ル　
　

3
　

ル
ー
ル　
　

4
　

モ
ー
ド
　

]

四　
エ
・
オ
・
カ　
に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

１
　

エ　
…　
独
立
的　
　

オ　
…　
独
立
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

2
　

エ　
…　
独
立
的　
　

オ　
…　
協
調
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

3
　

エ　
…　
協
調
的　
　

オ　
…　
独
立
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

4
　

エ　
…　
協
調
的　
　

オ　
…　
協
調
的　
　

カ　
…　
独
立
的

五　

キ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[

1
　

否
め
る　
　

2
　

託
け
る　
　

3
　

強
い
る　
　

4
　

頷
け
る
　

]

六　

こ
の
文
章
の
内
容
と
合
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

１
　

人
が
ど
う
い
う
生
き
方
を
評
価
し
て
い
る
の
か
は
、
他
人
に
は
簡
単
に
分
か
ら
な
い
。

　
　
　
　

2
　

現
実
の
自
分
の
生
き
方
と
、
理
想
の
自
分
の
生
き
方
は
く
い
ち
が
う
の
が
当
然
で
あ
る
。

　
　
　
　

3
　

周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
生
き
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
　
　

4
　

集
団
や
組
織
の
な
か
で
単
独
行
動
を
と
る
の
は
、「
わ
が
ま
ま
」
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
ふ
だ
ん
、
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
に
基
づ
い
て
行
動
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
行
動
が
あ
る
集
団
や
組
織
の
な
か
で
な
さ
れ
る
場
合
に
、
時
と
し
て
、

人
か
ら
「
マ
イ
ペ
ー
ス
」
だ
と
か
「
わ
が
ま
ま
」
だ
と
か
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

独
断
ア
セ
ン
コ
ウ
、
何
で
も
自
分
勝
手
に
決
め
て
突
き
進
み
、
ま
わ
り
の
人
を
悩
ま
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
わ
が
ま
ま
だ
」
と
（　

イ　

）
さ
れ
て
も
仕

方
な
い
で
し
ょ
う
。
逆
に
、
だ
れ
か
が
一
人
で
突
き
進
ん
で
も
、
そ
れ
が
共
通
の
目
的
に
か
な
っ
て
い
て
、
ま
わ
り
の
人
に
悪
い
印
象
を
与
え
な
け
れ
ば
、「
マ
イ

ペ
ー
ス
」
だ
と
言
わ
れ
て
も
「
わ
が
ま
ま
」
だ
と
は
言
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
の
鍵
は
、「
協
調
性
」に
あ
り
ま
す
。こ
の
協
調
性
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
る
と
、集
団
や
組
織
へ
の
同
調
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
、だ
れ
か
が
単
独
行
動
を
取
っ

た
だ
け
で
、「
和
を
乱
す
」
と
か
「
は
た
迷
惑
だ
」
な
ど
と
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

　
一
般
に
日
本
人
は
、
自
分
本
位
を
嫌
い
、
ま
わ
り
の
人
々
に
合
わ
せ
る
姿
勢
を
重
ん
じ
る
、
つ
ま
り
、
協
調
性
を
だ
い
じ
に
す
る
傾
向
が
あ
る
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
最
近
読
ん
だ
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

あ
る
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
日
本
人
の
協
調
性
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
ず
、「
協
調

的
な
生
き
方
」
と
「
独
立
的
な
生
き
方
」
の
ど
ち
ら
が
今
の
自
分
に
当
て
は
ま
る
か
を
尋
ね
た
ら
、
人
々
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
独
立
的
な
生
き
方
」

よ
り
も
「
協
調
的
な
生
き
方
」
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
次
に
、「
理
想
の
自
分
」
の
生
き
方
は
ど
ち
ら
か
と
尋
ね
た
ら
、「
独
立
的
な
生
き
方
」

と
い
う
答
え
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、「
他
の
人
た
ち
」
が
ど
ち
ら
の
生
き
方
を
よ
り
評
価
す
る
と
思
う
か
を
尋
ね
た
ら
、「
協
調
的
な
生
き
方
」
と
い
う
答

え
が
断
然
多
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、次
の
よ
う
な（　

ウ　

）が
考
え
ら
れ
る
と
言
い
ま
す
。①
多
く
の
人
が
、「
自
分
の
理
想
で
あ
る
独
立
的
な
生
き
方
を
す
る
と

周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
る
」と
考
え
る
。↓
②
多
く
の
人
が
、「
周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
協
調
的
な
生
き
方
を
し
よ
う
」と
心
が
け
る
。↓
③
多
く
の
人
が（　

エ　

）

に
生
き
る
よ
う
に
な
る
。
↓
④
多
く
の
人
に
、「
自
分
の
周
囲
の
人
々
は
協
調
的
な
生
き
方
を
好
ん
で
い
る
」
と
い
う
思
い
が
強
ま
る
。（
↓
①
に
戻
る
。）

　

こ
の
話
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
自
分
は
「（　

オ　

）
な
生
き
方
」
を
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
な
が
ら
、
自
分
以
外
の
人
は
そ
う
し
た
生
き
方
を
評
価
し

て
い
な
い
と
思
い
込
み
、
そ
の
人
た
ち
に
配
慮
し
て
自
分
も
「（　

カ　

）
な
生
き
方
」
を
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

か
な
り
単
純
化
さ
れ
た
議
論
で
は
あ
り
ま
す
が
、（　

キ　

）
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
あ
る
種
の
錯
誤
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
、
日
本
人
の
「
協

調
性
」
を
増
幅
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
身
近
に
い
る
多
く
の
人
も
、実
は「
独
立
的
な
生
き
方
」を
欲
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、私
が
身
を
置
く
組
織
の
な
か
の
知
人
た
ち
が
、

何
だ
か
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
見
え
て
き
ま
し
た
。
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Ａ
さ
ん
が
書
い
た
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一　

ア　「
セ
ン
コ
ウ
」
を
楷
書
の
漢
字
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

二　

イ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[

1
　

弾
劾　
　

2
　

連
弾　
　

3
　

指
弾　
　

4
　

弾
幕
　

]

三　

ウ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[

1
　

ク
ー
ル　
　

2
　

サ
イ
ク
ル　
　

3
　

ル
ー
ル　
　

4
　

モ
ー
ド
　

]

四　
エ
・
オ
・
カ　
に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

１
　

エ　
…　
独
立
的　
　

オ　
…　
独
立
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

2
　

エ　
…　
独
立
的　
　

オ　
…　
協
調
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

3
　

エ　
…　
協
調
的　
　

オ　
…　
独
立
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

4
　

エ　
…　
協
調
的　
　

オ　
…　
協
調
的　
　

カ　
…　
独
立
的

五　

キ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[

1
　

否
め
る　
　

2
　

託
け
る　
　

3
　

強
い
る　
　

4
　

頷
け
る
　

]

六　

こ
の
文
章
の
内
容
と
合
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

１
　

人
が
ど
う
い
う
生
き
方
を
評
価
し
て
い
る
の
か
は
、
他
人
に
は
簡
単
に
分
か
ら
な
い
。

　
　
　
　

2
　

現
実
の
自
分
の
生
き
方
と
、
理
想
の
自
分
の
生
き
方
は
く
い
ち
が
う
の
が
当
然
で
あ
る
。

　
　
　
　

3
　

周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
生
き
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
　
　

4
　

集
団
や
組
織
の
な
か
で
単
独
行
動
を
と
る
の
は
、「
わ
が
ま
ま
」
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
ふ
だ
ん
、
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
に
基
づ
い
て
行
動
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
行
動
が
あ
る
集
団
や
組
織
の
な
か
で
な
さ
れ
る
場
合
に
、
時
と
し
て
、

人
か
ら
「
マ
イ
ペ
ー
ス
」
だ
と
か
「
わ
が
ま
ま
」
だ
と
か
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

独
断
ア
セ
ン
コ
ウ
、
何
で
も
自
分
勝
手
に
決
め
て
突
き
進
み
、
ま
わ
り
の
人
を
悩
ま
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
わ
が
ま
ま
だ
」
と
（　

イ　

）
さ
れ
て
も
仕

方
な
い
で
し
ょ
う
。
逆
に
、
だ
れ
か
が
一
人
で
突
き
進
ん
で
も
、
そ
れ
が
共
通
の
目
的
に
か
な
っ
て
い
て
、
ま
わ
り
の
人
に
悪
い
印
象
を
与
え
な
け
れ
ば
、「
マ
イ

ペ
ー
ス
」
だ
と
言
わ
れ
て
も
「
わ
が
ま
ま
」
だ
と
は
言
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
の
鍵
は
、「
協
調
性
」に
あ
り
ま
す
。こ
の
協
調
性
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
る
と
、集
団
や
組
織
へ
の
同
調
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
、だ
れ
か
が
単
独
行
動
を
取
っ

た
だ
け
で
、「
和
を
乱
す
」
と
か
「
は
た
迷
惑
だ
」
な
ど
と
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

　
一
般
に
日
本
人
は
、
自
分
本
位
を
嫌
い
、
ま
わ
り
の
人
々
に
合
わ
せ
る
姿
勢
を
重
ん
じ
る
、
つ
ま
り
、
協
調
性
を
だ
い
じ
に
す
る
傾
向
が
あ
る
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
最
近
読
ん
だ
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

あ
る
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
日
本
人
の
協
調
性
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
ず
、「
協
調

的
な
生
き
方
」
と
「
独
立
的
な
生
き
方
」
の
ど
ち
ら
が
今
の
自
分
に
当
て
は
ま
る
か
を
尋
ね
た
ら
、
人
々
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
独
立
的
な
生
き
方
」

よ
り
も
「
協
調
的
な
生
き
方
」
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
次
に
、「
理
想
の
自
分
」
の
生
き
方
は
ど
ち
ら
か
と
尋
ね
た
ら
、「
独
立
的
な
生
き
方
」

と
い
う
答
え
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、「
他
の
人
た
ち
」
が
ど
ち
ら
の
生
き
方
を
よ
り
評
価
す
る
と
思
う
か
を
尋
ね
た
ら
、「
協
調
的
な
生
き
方
」
と
い
う
答

え
が
断
然
多
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、次
の
よ
う
な（　

ウ　

）が
考
え
ら
れ
る
と
言
い
ま
す
。①
多
く
の
人
が
、「
自
分
の
理
想
で
あ
る
独
立
的
な
生
き
方
を
す
る
と

周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
る
」と
考
え
る
。↓
②
多
く
の
人
が
、「
周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
協
調
的
な
生
き
方
を
し
よ
う
」と
心
が
け
る
。↓
③
多
く
の
人
が（　

エ　

）

に
生
き
る
よ
う
に
な
る
。
↓
④
多
く
の
人
に
、「
自
分
の
周
囲
の
人
々
は
協
調
的
な
生
き
方
を
好
ん
で
い
る
」
と
い
う
思
い
が
強
ま
る
。（
↓
①
に
戻
る
。）

　

こ
の
話
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
自
分
は
「（　

オ　

）
な
生
き
方
」
を
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
な
が
ら
、
自
分
以
外
の
人
は
そ
う
し
た
生
き
方
を
評
価
し

て
い
な
い
と
思
い
込
み
、
そ
の
人
た
ち
に
配
慮
し
て
自
分
も
「（　

カ　

）
な
生
き
方
」
を
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

か
な
り
単
純
化
さ
れ
た
議
論
で
は
あ
り
ま
す
が
、（　

キ　

）
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
あ
る
種
の
錯
誤
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
、
日
本
人
の
「
協

調
性
」
を
増
幅
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
身
近
に
い
る
多
く
の
人
も
、実
は「
独
立
的
な
生
き
方
」を
欲
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、私
が
身
を
置
く
組
織
の
な
か
の
知
人
た
ち
が
、

何
だ
か
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
見
え
て
き
ま
し
た
。
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Ａ
さ
ん
が
書
い
た
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一　

ア　「
セ
ン
コ
ウ
」
を
楷
書
の
漢
字
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

二　

イ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[

1
　

弾
劾　
　

2
　

連
弾　
　

3
　

指
弾　
　

4
　

弾
幕
　

]

三　

ウ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[

1
　

ク
ー
ル　
　

2
　

サ
イ
ク
ル　
　

3
　

ル
ー
ル　
　

4
　

モ
ー
ド
　

]

四　
エ
・
オ
・
カ　
に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

１
　

エ　
…　
独
立
的　
　

オ　
…　
独
立
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

2
　

エ　
…　
独
立
的　
　

オ　
…　
協
調
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

3
　

エ　
…　
協
調
的　
　

オ　
…　
独
立
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

4
　

エ　
…　
協
調
的　
　

オ　
…　
協
調
的　
　

カ　
…　
独
立
的

五　

キ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[
1
　

否
め
る　
　

2
　

託
け
る　
　

3
　

強
い
る　
　

4
　

頷
け
る
　

]
六　

こ
の
文
章
の
内
容
と
合
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

１
　

人
が
ど
う
い
う
生
き
方
を
評
価
し
て
い
る
の
か
は
、
他
人
に
は
簡
単
に
分
か
ら
な
い
。

　
　
　
　

2
　

現
実
の
自
分
の
生
き
方
と
、
理
想
の
自
分
の
生
き
方
は
く
い
ち
が
う
の
が
当
然
で
あ
る
。

　
　
　
　

3
　

周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
生
き
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
　
　

4
　

集
団
や
組
織
の
な
か
で
単
独
行
動
を
と
る
の
は
、「
わ
が
ま
ま
」
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
ふ
だ
ん
、
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
に
基
づ
い
て
行
動
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
行
動
が
あ
る
集
団
や
組
織
の
な
か
で
な
さ
れ
る
場
合
に
、
時
と
し
て
、

人
か
ら
「
マ
イ
ペ
ー
ス
」
だ
と
か
「
わ
が
ま
ま
」
だ
と
か
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

独
断
ア
セ
ン
コ
ウ
、
何
で
も
自
分
勝
手
に
決
め
て
突
き
進
み
、
ま
わ
り
の
人
を
悩
ま
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
わ
が
ま
ま
だ
」
と
（　

イ　

）
さ
れ
て
も
仕

方
な
い
で
し
ょ
う
。
逆
に
、
だ
れ
か
が
一
人
で
突
き
進
ん
で
も
、
そ
れ
が
共
通
の
目
的
に
か
な
っ
て
い
て
、
ま
わ
り
の
人
に
悪
い
印
象
を
与
え
な
け
れ
ば
、「
マ
イ

ペ
ー
ス
」
だ
と
言
わ
れ
て
も
「
わ
が
ま
ま
」
だ
と
は
言
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
の
鍵
は
、「
協
調
性
」に
あ
り
ま
す
。こ
の
協
調
性
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
る
と
、集
団
や
組
織
へ
の
同
調
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
、だ
れ
か
が
単
独
行
動
を
取
っ

た
だ
け
で
、「
和
を
乱
す
」
と
か
「
は
た
迷
惑
だ
」
な
ど
と
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

　
一
般
に
日
本
人
は
、
自
分
本
位
を
嫌
い
、
ま
わ
り
の
人
々
に
合
わ
せ
る
姿
勢
を
重
ん
じ
る
、
つ
ま
り
、
協
調
性
を
だ
い
じ
に
す
る
傾
向
が
あ
る
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
最
近
読
ん
だ
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

あ
る
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
日
本
人
の
協
調
性
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
ず
、「
協
調

的
な
生
き
方
」
と
「
独
立
的
な
生
き
方
」
の
ど
ち
ら
が
今
の
自
分
に
当
て
は
ま
る
か
を
尋
ね
た
ら
、
人
々
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
独
立
的
な
生
き
方
」

よ
り
も
「
協
調
的
な
生
き
方
」
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
次
に
、「
理
想
の
自
分
」
の
生
き
方
は
ど
ち
ら
か
と
尋
ね
た
ら
、「
独
立
的
な
生
き
方
」

と
い
う
答
え
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、「
他
の
人
た
ち
」
が
ど
ち
ら
の
生
き
方
を
よ
り
評
価
す
る
と
思
う
か
を
尋
ね
た
ら
、「
協
調
的
な
生
き
方
」
と
い
う
答

え
が
断
然
多
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、次
の
よ
う
な（　

ウ　

）が
考
え
ら
れ
る
と
言
い
ま
す
。①
多
く
の
人
が
、「
自
分
の
理
想
で
あ
る
独
立
的
な
生
き
方
を
す
る
と

周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
る
」と
考
え
る
。↓
②
多
く
の
人
が
、「
周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
協
調
的
な
生
き
方
を
し
よ
う
」と
心
が
け
る
。↓
③
多
く
の
人
が（　

エ　

）

に
生
き
る
よ
う
に
な
る
。
↓
④
多
く
の
人
に
、「
自
分
の
周
囲
の
人
々
は
協
調
的
な
生
き
方
を
好
ん
で
い
る
」
と
い
う
思
い
が
強
ま
る
。（
↓
①
に
戻
る
。）

　

こ
の
話
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
自
分
は
「（　

オ　

）
な
生
き
方
」
を
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
な
が
ら
、
自
分
以
外
の
人
は
そ
う
し
た
生
き
方
を
評
価
し

て
い
な
い
と
思
い
込
み
、
そ
の
人
た
ち
に
配
慮
し
て
自
分
も
「（　

カ　

）
な
生
き
方
」
を
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

か
な
り
単
純
化
さ
れ
た
議
論
で
は
あ
り
ま
す
が
、（　

キ　

）
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
あ
る
種
の
錯
誤
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
、
日
本
人
の
「
協

調
性
」
を
増
幅
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
身
近
に
い
る
多
く
の
人
も
、実
は「
独
立
的
な
生
き
方
」を
欲
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、私
が
身
を
置
く
組
織
の
な
か
の
知
人
た
ち
が
、

何
だ
か
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
見
え
て
き
ま
し
た
。
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Ａ
さ
ん
が
書
い
た
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一　

ア　「
セ
ン
コ
ウ
」
を
楷
書
の
漢
字
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

二　

イ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[

1
　

弾
劾　
　

2
　

連
弾　
　

3
　

指
弾　
　

4
　

弾
幕
　

]

三　

ウ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[

1
　

ク
ー
ル　
　

2
　

サ
イ
ク
ル　
　

3
　

ル
ー
ル　
　

4
　

モ
ー
ド
　

]
四　
エ
・
オ
・
カ　
に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

１
　

エ　
…　
独
立
的　
　

オ　
…　
独
立
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

2
　

エ　
…　
独
立
的　
　

オ　
…　
協
調
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

3
　

エ　
…　
協
調
的　
　

オ　
…　
独
立
的　
　

カ　
…　
協
調
的

　
　
　
　

4
　

エ　
…　
協
調
的　
　

オ　
…　
協
調
的　
　

カ　
…　
独
立
的

五　

キ　
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

[

1
　

否
め
る　
　

2
　

託
け
る　
　

3
　

強
い
る　
　

4
　

頷
け
る
　

]

六　

こ
の
文
章
の
内
容
と
合
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

１
　

人
が
ど
う
い
う
生
き
方
を
評
価
し
て
い
る
の
か
は
、
他
人
に
は
簡
単
に
分
か
ら
な
い
。

　
　
　
　

2
　

現
実
の
自
分
の
生
き
方
と
、
理
想
の
自
分
の
生
き
方
は
く
い
ち
が
う
の
が
当
然
で
あ
る
。

　
　
　
　

3
　

周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
生
き
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
　
　

4
　

集
団
や
組
織
の
な
か
で
単
独
行
動
を
と
る
の
は
、「
わ
が
ま
ま
」
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
ふ
だ
ん
、
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
に
基
づ
い
て
行
動
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
行
動
が
あ
る
集
団
や
組
織
の
な
か
で
な
さ
れ
る
場
合
に
、
時
と
し
て
、

人
か
ら
「
マ
イ
ペ
ー
ス
」
だ
と
か
「
わ
が
ま
ま
」
だ
と
か
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

独
断
ア
セ
ン
コ
ウ
、
何
で
も
自
分
勝
手
に
決
め
て
突
き
進
み
、
ま
わ
り
の
人
を
悩
ま
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
わ
が
ま
ま
だ
」
と
（　

イ　

）
さ
れ
て
も
仕

方
な
い
で
し
ょ
う
。
逆
に
、
だ
れ
か
が
一
人
で
突
き
進
ん
で
も
、
そ
れ
が
共
通
の
目
的
に
か
な
っ
て
い
て
、
ま
わ
り
の
人
に
悪
い
印
象
を
与
え
な
け
れ
ば
、「
マ
イ

ペ
ー
ス
」
だ
と
言
わ
れ
て
も
「
わ
が
ま
ま
」
だ
と
は
言
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
の
鍵
は
、「
協
調
性
」に
あ
り
ま
す
。こ
の
協
調
性
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
る
と
、集
団
や
組
織
へ
の
同
調
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
、だ
れ
か
が
単
独
行
動
を
取
っ

た
だ
け
で
、「
和
を
乱
す
」
と
か
「
は
た
迷
惑
だ
」
な
ど
と
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

　
一
般
に
日
本
人
は
、
自
分
本
位
を
嫌
い
、
ま
わ
り
の
人
々
に
合
わ
せ
る
姿
勢
を
重
ん
じ
る
、
つ
ま
り
、
協
調
性
を
だ
い
じ
に
す
る
傾
向
が
あ
る
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
最
近
読
ん
だ
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

あ
る
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
日
本
人
の
協
調
性
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
ず
、「
協
調

的
な
生
き
方
」
と
「
独
立
的
な
生
き
方
」
の
ど
ち
ら
が
今
の
自
分
に
当
て
は
ま
る
か
を
尋
ね
た
ら
、
人
々
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
独
立
的
な
生
き
方
」

よ
り
も
「
協
調
的
な
生
き
方
」
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
次
に
、「
理
想
の
自
分
」
の
生
き
方
は
ど
ち
ら
か
と
尋
ね
た
ら
、「
独
立
的
な
生
き
方
」

と
い
う
答
え
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、「
他
の
人
た
ち
」
が
ど
ち
ら
の
生
き
方
を
よ
り
評
価
す
る
と
思
う
か
を
尋
ね
た
ら
、「
協
調
的
な
生
き
方
」
と
い
う
答

え
が
断
然
多
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、次
の
よ
う
な（　

ウ　

）が
考
え
ら
れ
る
と
言
い
ま
す
。①
多
く
の
人
が
、「
自
分
の
理
想
で
あ
る
独
立
的
な
生
き
方
を
す
る
と

周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
る
」と
考
え
る
。↓
②
多
く
の
人
が
、「
周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
協
調
的
な
生
き
方
を
し
よ
う
」と
心
が
け
る
。↓
③
多
く
の
人
が（　

エ　

）

に
生
き
る
よ
う
に
な
る
。
↓
④
多
く
の
人
に
、「
自
分
の
周
囲
の
人
々
は
協
調
的
な
生
き
方
を
好
ん
で
い
る
」
と
い
う
思
い
が
強
ま
る
。（
↓
①
に
戻
る
。）

　

こ
の
話
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
自
分
は
「（　

オ　

）
な
生
き
方
」
を
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
な
が
ら
、
自
分
以
外
の
人
は
そ
う
し
た
生
き
方
を
評
価
し

て
い
な
い
と
思
い
込
み
、
そ
の
人
た
ち
に
配
慮
し
て
自
分
も
「（　

カ　

）
な
生
き
方
」
を
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

か
な
り
単
純
化
さ
れ
た
議
論
で
は
あ
り
ま
す
が
、（　

キ　

）
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
あ
る
種
の
錯
誤
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
、
日
本
人
の
「
協

調
性
」
を
増
幅
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
身
近
に
い
る
多
く
の
人
も
、実
は「
独
立
的
な
生
き
方
」を
欲
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、私
が
身
を
置
く
組
織
の
な
か
の
知
人
た
ち
が
、

何
だ
か
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
見
え
て
き
ま
し
た
。
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問1の正答：一　…　2，二　…　3，三　…　3，四　…　2，五　…　3


